
嶋本晃声楽レッスン(第６回)開講・「死ん

だ男の残したものは」「草競馬」テーマに 
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□９月２９日（日）１４：００～１

７：００昴定例レッスン・嶋本晃声

楽レッスンが開催されました。佃さ

んの体操のあと、今日は、嶋本晃先

生の第 6 回目の声楽教室の開講とな

りました。約 30 分の発声練習、息

の出し入れ、お腹と口の中のありか

た・・・等を指導いただきました。 

伊藤さんの指揮で、まず「死んだ

男の残したものは」を合唱し、嶋本

先生から、まず、この曲の詞をメロ

ディを付けずに１番から 5 番まで詠

んでいく。この曲の作詞をどう理解し、どう表現するか？どう抑揚をつけるか？この作業をまずや

ってみよう。曲へのイメージづくりの原点に戻ったレッスンとなりました。 

これまでレッスンを続けてきた曲目であり、最後まで発表できる段階に来ている曲にありがちな「曲

に対する慣れ」を排し、もう一度フレーズ毎に歌い直すことから曲を作り直す作業をしていくこと

も必要か？ 声楽レッスンで受けたアドバイスを参考にして、この曲を完成させたいものです。 

 

休憩をはさんで、本並先生の指揮で、「草競馬」をレッスンし、嶋本先生のアドバイスを受けまし

た。まだ各パートでしっかりと音の確保ができていない、特に転調後の最初の音が各パートまだ合

っていない現状！何度も繰り返しのレッスンとなりました。先生からは、各パートでしっかりリズ

ムを刻んで歌えることと同時に、各パート間の音が正しい和音となっているか、他パートの音と正

しくハモッテいるか確認しながらのレッスンも繰り返し行ってほしい等貴重なアドバイスとなりま

した。 

最後に、本並先生の指揮で、京都のうたごえ祭典合唱発表の 2 曲「日々草」「朝露」の復習レッス

ンを行いました。ピアノ伴奏は森二三さん。参加

者は全２６名でした。 

□連絡・報告事項 

（１）「日うた京都祭典」「音楽会Ⅲ19:00～」 

11月 30日(土) メインテーマ『平和のバトン』 
歌劇沖縄より「労働者の合唱」に出演しましょう！ 

レッスンの日時・場所は地頁の通りです。 

 

（２）「日うた京都祭典」合唱発表会（Ｂ）昴出演 

11月 29日(金)12:00～ 

  ロームシアター京都メーンホール 

 男声合唱団 

Subaru 
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10月 22日(火祝)京都市東部文化会館 

13：00～14：15 ＨＥＩＷＡの鐘と同時 

〒607－8169京都市山科区椥辻（なぎつじ）西浦町 1-

8 

ＴＥＬ075－502－1012 

椥辻駅 

地下鉄 

東西線 

地上は外環状線 

〒椥辻 

 こ
こ

 

京都市山科 

地域体育館 

東部文化会館 
ここです 

京阪電車 三条駅から 
 地下鉄六地蔵行き 
椥辻駅（なぎつじ）は六つめの駅 

法敬寺 

山科 

区役所 

2019年日本のうたごえ in 京都 「労働者の合唱」合同練習会 
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三条大橋 

 

東山いきいき市民活動センター 

9月 28 日(土)19：00～20：00 

10 月 26日(土)19：00～20：00 

東山いきいき市民活動センター 

〒605－0018 

京都市東山区三条通大橋東入二丁目下がる巽町 442－9 

京阪電鉄「三条」駅 3，4，5出口から徒歩 10分 

三条通りの一本南の若松通を東へ北向かいの公園が目印 

 京
阪
三
条

 

三 条 通

り 

若松通り 

 

 

花見小路通 

ここ 

です 

公園 
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9月 22日ビアーレ大阪で開催された創作発表会での「昴」の講評です。参考に！ 
 

 

 

 

 

講

評

者 

 講         評 

 
方正の青い空 昴はうたう 

A 

 男声合唱のパート配置を再考してくださ

い。 例．主旋律を第２テナーに。 

ヘ音記号の下部はパートの距離を取るこ

と。 

 

B 
 全体として 

力強い演奏。思いが伝わる 

 

C 

 力作ですが、ちょっと男声合唱の響きが 

重なりすぎて明るい大陸に吹く風のイメ

ージが出ていません。     

立派なテーマソング。生き生きしたメロディ 

全体の構成の見事さ、うまくできていました。 

D 

 前半は歌詞に沿ったメロディで心に届く

が転調から後半はもっと明るくしたい。 

こころに残るメロディーが欲しい。 

合唱団の愛唱歌としていいですね。 

後半のメロディーと対位旋律のバスのメロデ

ィーをもっと豊かに。 

E 

モ

ニ

タ

― 

制作にあたりお世話になりました。 

演奏ありがとうございました。 

バスの音が安定されるともっと良いと思

いました。 

包容力のあるテーマソングです。冒頭の５～

１１小節はメロディーと和音進行に検討の余

地があると思いました。やや自然に入ってこ

ない印象でした。 

 

F 

モ

ニ

タ

― 

難しい内容です。ぱっと聞いてスーッと

は理解できないですが、事実を伝えてい

くことは大切なことだと思います。 

 

 

まとまっていて素敵な男声合唱です。 

 講評者は名前を伏せ、アルファベットで記しました。 

なお、実際の講評者は、林 保雄、野田淳子、藤村紀一郎、今 正秀、山本恵造、榊原昭裕、江文の各氏です。 

 
□「創作の部」で発表されたパレアナ(千秋＆二三)に対しても、講評が寄せられています。また講評

者の藤村紀一郎さんがフェイスブックに「創作の部」全般の講評を書いておられます。転載します。 

 

「創作の部 藤村紀一郎氏のフェイスブック」より 

 「昨年から今年にかけての大阪創作センターの取り組みを反映した力作の集まりであったと思い

ました。創ったばかりというものではなく、演奏活動を重ねてきて検証され済みの演奏は聞いてい

て運動を切り開いてきた創作の力を感じました。また、合唱団全体として創作に取り組んでいるこ

とが演奏ではっきりと証明されていました。 

 日本とアジア、沖縄、大阪の未来、など重要な課題を正面から受け止めて、特に、榊原さん、鬼

崎さん、などベテランの創り手の皆さんが、良く練り上げて魅力を発揮していることをうれしく思

いました。「ちばりょ～沖縄合唱団」の地についた取り組みは光っていました。また、ぼくが心に残

るのは、作品が独創的な異色のおふたり「ミルキー２」です。率直であり意外性もあり、2 人の演奏

 

２０１9 大阪のうたごえ創作発表会 

9 月２２日 ビアーレ大阪 

男声合唱団・昴 
審 査 員 講 評 
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もいい。うたごえの創作とはずいぶん違うので、とても惹かれます。千秋さんの詩の世界を音楽化

されている森二三さんの力も魅力的です。僕が創作でかかわった「春を待つ子守歌」のような日常

の暮らしの中での思い、家族への思い、などを歌った曲も大阪での創作合宿で生まれていましたが、

発表されなくとも生まれた曲を集めて財産とする活動も望まれます。」 

 （藤村記一郎フェイスブックより、創作のみ抜粋） 

 

□土井さんが「日中友好新聞」に千秋さんの「方正」の音楽活動について投稿されました。 

 
□パレアナ(千秋＆二三)の講評を合わせて掲載します。 

 

 

 

講

評

者 

 講         評 

 
お母さんに会いたいです 日本人公墓 

A 

 曲も演奏も立派で、心を打たれます。 心に残る曲。詩の内容に寄り添った無駄のない

いい曲でした。 

B 
 全体として 

 物語がうかぶ、大切な歴史を伝える仕事 

 

C 
 全体として 

 劇的な作曲で、表現第一の作風です。難しいテーマをうまくまとめています。 

D 

 オペラのアリアのような劇的な曲の構成、

ピアノ伴奏も良く工夫されて印象的な作品

ですね。転調の効果的な雰囲気が欲しい。 

 

E 
 日中友好のことは私にはよく知識がありません。でも、この 2曲の歌を通して歴史の事実を 

ちょっとでも知るきっかけとなります。シビアな内容をステキなうたで聞かせていただき、あり

２０１9 大阪のうたごえ創作発表会 

9 月２２日 ビアーレ大阪 

パレアナ(千秋＆二三) 
審 査 員 講 評 

No.709(4/5) 



   

がとうございます。 

榊

原 

 詩・ナレーションとあいまって、テーマは良

く伝わって来ます。ただ、最後の「日本と中

国――ください」の節が少し唐突に感じま

す。ここを敢えて削る選択肢もあると思い

ます。曲については 3連音符とそうでない

ところの配分をどうするか？がポイントか

と感じました。 

曲への意見です。冒頭のメロディがオチのメロ

ディのようにきこえた。 

アカペラの部分「れきしから」もっと低い音のほ

うが・・（音符の推奨例：別紙） 

(全体として) 

創作合宿で千秋さんに、またレセプション等々

森先生にもいろいろとお世話になりました。感

謝申し上げます。 

 講評者は名前を伏せ、アルファベットで記しました。 

なお、実際の講評者は、、藤村紀一郎、野田淳子、林 保雄、山本恵造、江文、榊原昭裕の各氏です。 

 

□「関学グリー」と「U Boj！」の記事が載りました。 
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